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杜
佑
『
通
典
』
に
見
え
る
華
夷
思
想

　
　
　　
　
　
　
　
　

高
車
と
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
を
手
が
か
り
に　
　

三　

宅　
　

舞　

佐　

志

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　
『
通
典
』
は
、
唐
の
杜
佑
（
七
三
五
―
八
一
二
年
）
の
手
に
よ
り
、
代
宗
の
大
暦
元
年
（
七
六
六
年
）
頃
か
ら
徳
宗
の
貞
元
一
七
年
（
八
〇

一
年
）
の
お
よ
そ
三
六
年
間
を
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
。
玄
宗
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
―
七
五
六
年
）
ま
で
の
中
国
歴
代
諸
制
度
を
記
し
、

朝
廷
に
上
献
さ
れ
て
ま
も
な
く
よ
り
皇
帝
・
士
人
ら
か
ら
広
く
評
価
さ
れ
た
）
1
（

。

　

か
つ
て
内
藤
湖
南
は
、「
通
典
は
通
史
と
か
類
書
と
か
の
一
つ
の
目
的
の
み
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
学
問
的
の
中
に
経
世
的
意

見
を
述
べ
た
所
を
よ
く
玩
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
そ
の
書
の
持
つ
性
格
に
対
し
て
、
深
く
探
究
す
る
こ
と
の
意
義
を
端
的
に
述
べ

た
）
2
（

。
こ
の
言
葉
に
違
わ
ず
、『
通
典
』
編
纂
の
目
的
に
つ
い
て
は
洸
洋
な
議
論
が
あ
る
が
、
安
史
の
乱
後
の
変
動
す
る
社
会
で
新
た
な
秩

八
九
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序
と
国
政
の
樹
立
が
希
求
さ
れ
る
中
、
経
世
致
用
の
役
割
を
果
た
さ
ん
と
し
た
と
す
る
見
方
が
先
学
の
大
勢
を
占
め
る
）
3
（

。『
通
典
』
は
九

篇
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
選
挙
、
兵
、
辺
防
の
三
篇
は
従
来
の
史
書
に
は
無
い
新
設
の
編
目
で
あ
り
、
そ
の
創
設
に
杜
佑
に

よ
る
経
世
致
用
の
目
的
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
も
さ
れ
る
）
4
（

。

　

先
の
内
藤
は
、
と
り
わ
け
『
通
典
』
中
の
「
古
の
人
樸
質
に
し
て
、
中
華
は
夷
狄
と
同
じ
）
5
（

」
や
、「
緬
か
に
古
の
中
華
を
惟
う
に
、
多

く
今
の
夷
狄
に
類
す
」
と
い
っ
た
言
説
に
、
杜
佑
の
「
現
代
は
古
代
よ
り
も
進
歩
し
て
居
る
と
云
ふ
理
想
主
義
的
意
見
」
を
見
出
し
た
。

当
該
史
料
を
め
ぐ
っ
て
は
そ
の
後
も
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
内
藤
の
ご
と
く
「
進
歩
」
や
「
発
展
」
の
歴
史
観
を
見
出
し
た
り
）
6
（

、
民
族
の

違
い
は
あ
く
ま
で
「
社
会
発
展
段
階
」
の
差
異
に
由
来
す
る
と
し
て
、
伝
統
的
な
華
夷
の
別
を
打
破
し
た
唐
代
の
開
放
的
な
民
族
観
と

結
び
つ
け
ら
れ
た
り
さ
れ
て
き
た
）
7
（

。

　
「
古
の
中
華
」
と
「
今
の
夷
狄
」
に
関
す
る
言
説
は
、
辺
防
典
の
序
文
に
存
在
す
る
。
辺
防
典
は
、
周
辺
諸
族
の
社
会
制
度
や
、
中
国

王
朝
と
の
関
係
、
中
国
王
朝
に
よ
る
対
外
政
策
な
ど
の
事
項
の
沿
革
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
杜
佑
の
華
夷
思
想
や
そ
れ
に

基
づ
く
対
外
政
策
理
念
が
よ
く
反
映
さ
れ
た
編
目
と
推
測
さ
れ
、
杜
佑
の
言
説
の
真
意
を
探
ら
ん
と
す
る
際
に
辺
防
典
を
分
析
す
る
こ

と
は
至
っ
て
有
効
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
辺
防
典
に
見
え
る
民
族
観
に
つ
い
て
も
、
唐
代
の
民
族
融
合
や
民
族
政
策
を
反
映
し
、

夷
狄
を
蔑
視
せ
ず
共
存
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
強
い
）
8
（

。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
研
究
の
大
部
分
は
、
そ
の
焦

点
が
辺
防
典
の
序
文
だ
け
に
止
ま
り
、
一
九
〇
余
り
に
及
ぶ
各
条
目
の
記
述
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。『
史
記
』

匈
奴
伝
と
比
較
し
た
際
、
辺
防
典
の
匈
奴
条
は
、
周
辺
諸
族
の
統
治
に
関
す
る
政
治
的
主
張
を
説
く
記
述
構
成
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も

あ
り
）
9
（

、
各
条
目
の
精
察
は
不
可
欠
で
あ
る
。

九
〇
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そ
こ
で
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
が
、
高
車
と
呼
ば
れ
る
テ
ュ
ル
ク
系
集
団
の
婚
姻
習
俗
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
通
典
』
辺
防
典

高
車
条
に
見
え
る
婚
姻
習
俗
の
記
述
に
は
、
そ
の
下
敷
き
で
あ
る
は
ず
の
『
魏
書
』
高
車
伝
と
異
な
る
点
が
見
ら
れ
る
。
高
車
は
、
辺

防
典
に
お
い
て
匈
奴
と
同
様
に
北
狄
に
分
類
さ
れ
、
そ
こ
に
は
杜
佑
の
政
治
的
主
張
や
編
纂
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
予
想
で
き
る
。

本
稿
は
、
辺
防
典
高
車
条
と
『
魏
書
』
高
車
伝
の
差
異
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
『
通
典
』
に
お
け
る
北
狄
の
婚
姻
習
俗
を
め
ぐ

る
記
述
方
法
を
明
ら
か
に
し
、『
通
典
』
の
性
格
の
一
端
を
探
究
す
る
。

　
　
　
　
　

一　
『
魏
書
』
高
車
伝
と
『
通
典
』
高
車
条

　

左
の
史
料
は
、『
魏
書
』
高
車
伝
と
『
通
典
』
高
車
条
の
婚
姻
習
俗
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
傍
線
部
は
、『
魏
書
』
に
は
存
在
し
た

が
、『
通
典
』
で
は
省
略
さ
れ
た
部
分
を
示
す
。
な
お
、『
魏
書
』
高
車
伝
の
原
文
は
既
に
宋
代
に
は
逸
し
て
い
た
と
さ
れ
、
現
行
の
『
魏

書
』
高
車
伝
は
、
宋
代
に
『
北
史
』
高
車
伝
か
ら
補
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
も
と
も
と
高
車
伝
は
『
魏
書
』
特

有
の
列
伝
で
あ
り
、『
北
史
』
高
車
伝
の
大
部
分
が
原
文
『
魏
書
』
高
車
伝
に
拠
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
現
行
『
魏

書
』
高
車
伝
は
お
お
よ
そ
原
文
に
存
在
し
た
文
章
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
）
10
（

。

　
『
魏
書
』
巻
一
〇
三
・
高
車
伝
（『
北
史
』
巻
九
八
・
高
車
伝
）

婚
姻
牛
馬
を
用
い
て
聘
を
納
れ
る
に
、
多
き
を
以
て
榮
と
爲
す
。
結
言
旣
に
定
む
れ
ば
、
男
黨
車
を
營
ら
せ
馬
を
闌
り
、
女
黨
を

し
て
恣
に
取
ら
し
む
。
上
馬
袒
乘
し
闌
を
出
づ
。
馬
主
闌
外
に
立
ち
、
手
を
振
り
馬
を
驚
か
す
。
墜
ち
ざ
れ
ば
卽
ち
之
を
取
り
、

墜
つ
れ
ば
則
ち
更
え
て
取
る
。
數
滿
て
ば
乃
ち
止
む
。
俗
に
穀
無
く
、
酒
を
作
ら
ず
。
迎
婦
の
日
、
男
女
相
い
將
り
馬
酪
・
熟
肉
・

九
一
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節
解
を
持
つ
。
主
人
賓
を
延
く
も
亦
た
行
位
無
く
、
穹
廬
の
前
に
叢
り
坐
り
、
飮
宴
す
る
こ
と
終
日
、
復
た
其
の
宿
に
留
む
。
明

日
、
婦
を
將
い
歸
る
。
旣
に
し
て
夫
黨
を
將
い
、
還
り
其
の
家
の
馬
群
に
入
り
、
良
馬
を
取
る
を
極
む
。
父
母
兄
弟
惜
し
む
と
雖

も
、
終
に
言
う
者
無
し
。
頗
る
寡
婦
を
取
る
を
諱
む
も
、
之
を
優
憐
す
）
11
（

。

『
通
典
』
巻
一
九
七
・
辺
防
一
三
・
北
狄
四
・
高
車
条

婚
姻
牛
馬
を
用
い
て
聘
を
納
れ
、
多
き
を
以
て
榮
と
爲
す
。
俗
に
穀
無
く
、
酒
を
作
ら
ず
。
迎
娶
の
日
、
男
女
相
い
將
り
馬
酪
・

熟
肉
・
節
解
を
持
つ
。
即
ち
主
人
賓
を
延
く
も
亦
た
行
位
無
く
、
穹
廬
の
前
に
叢
り
坐
り
、
飮
宴
す
る
こ
と
終
日
、
復
た
其
の
宿

に
留
む
。
明
日
、
婦
を
將
い
歸
る
。
旣
に
し
て
夫
黨
を
將
い
、
還
り
其
の
家
の
馬
群
に
入
り
、
良
馬
を
取
る
を
極
む
）
12
（

。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
最
後
の
傍
線
部
「
頗
る
寡
婦
を
取
る
を
諱
む
」
で
あ
る
。
こ
の
高
車
の
習
俗
に
つ
い
て
は
、
夙
に
田
中
克
己
氏

が
北
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
実
態
を
検
証
し
た
際
に
、「
寡
婦
の
再
婚
は
行
は
れ
ず
、
も
と
よ
り
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
も

行
は
れ
な
か
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
し
た
）
13
（

。
寡
婦
を
娶
ら
な
け
れ
ば
必
然
的
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
も
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
見
解
は
首
肯
さ
れ
る
（
本
稿
で
は
、
こ
の
高
車
の
「
寡
婦
を
娶
ら
ぬ
こ
と
」
を
、
便
宜
上
「
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
と
し

て
扱
う
）
14
（

）。
先
行
研
究
に
は
、
高
車
の
婚
姻
習
俗
が
如
何
な
る
段
階
・
系
統
の
社
会
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
た
も
の
こ
そ
あ

る
が
）
15
（

、「
寡
婦
を
娶
ら
ぬ
こ
と
」
に
つ
い
て
追
及
し
た
も
の
は
少
な
く
、
ま
し
て
や
『
通
典
』
の
記
述
と
の
差
異
を
取
り
上
げ
た
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
『
通
典
』
高
車
条
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
録
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
唯
一
の
先
学
が
、
青
木
和
子
氏
で

あ
る
）
16
（

。
氏
の
見
解
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、『
通
典
』
室
韋
条
に
も
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
不
実
行
に
該
当
す
る

九
二
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記
録
が
存
在
す
る
が
、
高
車
条
と
は
異
な
り
こ
ち
ら
で
は
省
略
さ
れ
て
い
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
章
で
も
触
れ
る
）。
ま
た
、

『
通
典
』
末
巻
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
汚
俗
」
と
評
す
る
杜
佑
に
と
っ
て
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ
な
い
種
族
は
珍
し
い
は
ず
で
あ
り
、

そ
れ
を
見
逃
す
と
は
思
え
な
い
。
そ
し
て
、
杜
佑
は
高
車
が
鉄
勒
と
同
種
族
で
回
紇
が
鉄
勒
に
属
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
回

紇
で
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。
故
に
、
杜
佑
は
意
図
的
に
高
車
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
事
を
削
除
し
た
。
現
在
に

至
る
ま
で
の
テ
ュ
ル
ク
族
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
実
在
か
ら
い
っ
て
も
正
当
な
処
置
で
あ
り
、
杜
佑
の
削
除
の
方
が
正
し
く
高
車
に
も
レ
ヴ
ィ

レ
ー
ト
は
存
在
し
た
。
以
上
が
氏
の
大
意
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
魏
書
』
の
記
述
を
誤
り
と
み
な
す
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
青
木
氏
の
論
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
う
」
と
い
う
認
識
が
ア
プ
リ
オ
リ

に
存
在
し
て
お
り
）
17
（

、「
高
車
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
」
と
い
う
証
左
が
一
切
無
い
ま
ま
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま

ず
は
先
入
観
を
取
り
払
い
、
な
ぜ
『
魏
書
』
が
こ
の
記
録
を
残
し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
次

章
で
検
討
す
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
杜
佑
に
よ
る
記
録
の
削
除
が
本
当
に
意
図
的
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。『
通
典
』
高
車
条
は
、
全
体
と

し
て
『
魏
書
』
高
車
伝
の
省
略
版
と
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
な
に
も
削
除
さ
れ
た
記
述
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
不
実
行
だ
け
で
は
な
い
。

無
論
、
青
木
氏
も
そ
の
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
他
の
婚
姻
習
俗
に
関
わ
る
箇
所
は
単
な
る
省
略
に
し
か
見
え
な
い
と
述
べ
た
上
で
、

上
述
の
論
を
も
っ
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
省
略
は
そ
う
い
っ
た
類
の
省
略
と
は
考
え
難
い
と
す
る
。
し
か
し
、
高
車
条
に
お
け
る

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
削
除
が
意
図
的
で
あ
っ
た
か
は
、『
通
典
』
全
体
の
中
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
が
如
何
に
扱
わ
れ
て
い
る
か

を
検
証
し
な
け
れ
ば
説
得
力
を
欠
く
。
こ
の
点
を
第
三
章
で
検
討
す
る
。

九
三
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二　
『
魏
書
』
の
編
纂
と
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト

　
『
魏
書
』
高
車
伝
に
お
い
て
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
不
実
行
は
な
ぜ
記
録
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、『
魏
書
』
に
お
い

て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
た
の
か
を
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
集
団
に
関
す
る
記
録
か
ら
見
る
必

要
が
あ
る
。『
魏
書
』
に
お
け
る
周
辺
諸
族
の
列
伝
の
中
で
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
関
連
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
柔
然
、
吐
谷
渾
、
宕

昌
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
柔
然
に
つ
い
て
、『
魏
書
』
蠕
蠕
伝
に
は
刻
木
や
遊
牧
な
ど
諸
習
俗
の
記
録
が
あ
る
な
か
、
婚
姻
に
纏
わ
る
習
俗
は
一
切
記
録

さ
れ
て
い
な
い
）
18
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
は
柔
然
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
柔
然
に

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
の
が
、『
北
史
』
蠕
蠕
公
主
伝
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
東
魏
期
に
高
歓
が
没
し
た

後
、
子
の
高
澄
が
「
蠕
蠕
國
の
法
」
に
従
っ
て
高
歓
の
妻
で
あ
っ
た
蠕
蠕
公
主
を
娶
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
後
に
詳
述
す
る
）。
ま
た
、

柔
然
で
は
伏
図
（
他
汗
可
汗
）
と
い
う
人
物
が
、
従
兄
且
つ
前
々
可
汗
で
あ
る
豆
崘
（
伏
古
敦
可
汗
）
の
妻
で
あ
っ
た
候
呂
陵
氏
を
娶
っ

た
と
さ
れ
る
）
19
（

。
つ
ま
り
、
柔
然
に
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
存
在
し
た
が
、『
魏
書
』
は
こ
れ
を
彼
ら
の
習
俗
と
し
て
記
録
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
吐
谷
渾
に
関
し
て
は
、
先
の
柔
然
と
は
異
な
り
、
そ
の
列
伝
中
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
明
記
さ
れ
る
。『
魏
書
』
巻
一
〇

一
・
吐
谷
渾
伝
（『
北
史
』
巻
九
六
・
吐
谷
渾
伝
）
に
、

父
兄
死
す
れ
ば
、
後
母
及
び
嫂
等
を
妻
る
こ
と
、
突
厥
と
俗
同
じ
。
婚
に
至
る
も
、
貧
し
く
財
を
備
う
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
輒
ち
女

九
四
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を
盜
み
去
る
）
20
（

。

と
あ
る
。
そ
の
実
例
も
確
認
で
き
、
吐
谷
渾
君
主
で
あ
っ
た
視
羆
の
没
後
、
そ
の
弟
の
烏
紇
提
が
視
羆
の
妻
を
娶
っ
た
こ
と
が
記
録
に

残
っ
て
い
る
）
21
（

。
ま
た
、
世
伏
と
い
う
君
主
は
隋
よ
り
光
化
公
主
を
妻
と
し
て
迎
え
入
れ
た
が
、
世
伏
が
没
し
た
後
は
そ
の
弟
の
伏
允
が

光
化
公
主
を
娶
っ
た
。
そ
の
際
、
伏
允
は
隋
の
文
帝
に
、「
俗
」
に
従
っ
て
公
主
と
婚
姻
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
さ
れ
て
い
る
）
22
（

。

　

た
だ
し
、『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
が
、『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
の
原
文
で
あ
る
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。『
魏
書
』

巻
一
〇
一
も
ま
た
『
北
史
』
よ
り
補
闕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
車
伝
や
蠕
蠕
伝
と
は
違
い
、
吐
谷
渾
伝
は
『
周
書
』
や
『
隋
書
』

に
も
存
在
す
る
た
め
事
態
は
複
雑
で
あ
る
。

　

当
該
史
料
を
『
魏
書
』
の
原
文
と
す
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
婚
姻
習
俗
が
「
突
厥
と
俗
同
じ
」

と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
北
魏
期
に
突
厥
は
ま
だ
勃
興
し
て
お
ら
ず
、『
魏
書
』
が
編
纂
さ
れ
た
北
斉
期
に
突
厥
が
興
っ
て
い
た
と
し
て

も
、『
魏
書
』
に
突
厥
が
現
れ
る
と
は
考
え
難
い
）
23
（

。

　

二
点
目
は
、
吐
谷
渾
伝
の
構
成
で
あ
る
。
次
頁
の
表
は
『
北
史
』、
現
行
『
魏
書
』、『
周
書
』
そ
れ
ぞ
れ
の
吐
谷
渾
伝
の
構
成
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。『
北
史
』
吐
谷
渾
伝
を
冒
頭
か
ら
順
に
内
容
ご
と
に
分
け
て
番
号
を
付
し
、
各
内
容
に
つ
い
て
現
行
『
魏
書
』、『
周

書
』
に
存
在
す
る
も
の
を
「
〇
」
で
示
す
。

　

表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
④
〜
⑥
は
現
行
『
魏
書
』
と
『
周
書
』
で
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、
④
〜
⑦
は
『
北
史
』
と
『
周
書
』
で
同

文
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
④
〜
⑥
を
『
魏
書
』
の
原
文
と
み
な
す
こ
と
は
存
疑
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
北
史
』
並
び
に
現
行
『
魏

書
』
を
見
た
と
き
不
可
解
な
点
は
、
地
理
・
風
俗
の
記
録
が
②
、
⑤
の
二
度
に
亘
り
出
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
も

九
五
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②
に
「
水
草
を
逐
い
、
帳
に
廬
り
て
居
し
、
肉

酪
を
以
て
糧
と
爲
す
）
24
（

」、
⑤
に
「
恒
に
穹
廬
に
處

し
、
水
草
に
隨
い
畜
牧
す
…
…
肉
酪
を
以
て
糧

と
爲
す
）
25
（

」
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
反
復
し
て
述
べ

て
お
り
、
と
り
わ
け
「
肉
酪
を
以
て
糧
と
爲
す
」

は
全
く
の
同
文
が
二
度
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
よ
り
、『
北
史
』
吐
谷
渾
伝
は
お
お
よ
そ
①

〜
③
を
原
文
『
魏
書
』、
④
〜
⑦
を
『
周
書
』、

⑧
を
『
隋
書
』
か
ら
引
用
し
編
纂
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

最
後
に
三
点
目
と
し
て
、『
太
平
御
覧
』（
以
下
『
御
覧
』）
の
記
録
を
挙
げ
る
。『
御
覧
』
巻
七
九
四
・
四
夷
部
一
五
・
西
戎
三
・
吐
谷

渾
条
に
は
『
後
魏
書
』
が
引
か
れ
て
お
り
、
当
時
ま
だ
原
文
『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
を
参
照
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
高
車
伝
な
ど
散
逸

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、『
魏
書
』
で
は
な
く
『
北
史
』
が
『
御
覧
』
で
も
引
か
れ
て
お
り
、『
御
覧
』
の
引
く
『
後
魏
書
』
は

『
魏
書
』
の
原
文
と
み
な
さ
れ
る
）
26
（

。
こ
の
『
後
魏
書
』
に
は
表
の
②
の
記
録
が
あ
る
が
、
や
は
り
そ
こ
に
も
婚
姻
習
俗
は
見
え
な
い
。

　

以
上
の
三
点
か
ら
考
え
る
に
、
現
行
『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
に
記
載
さ
れ
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
の
記
録
は
、
原
文
『
魏
書
』
吐
谷

渾
伝
の
文
章
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
原
文
『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
で
は
、
蠕
蠕
伝
と
同
じ
く
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
そ
の
習
俗
と
し
て
記
録

さ
れ
な
か
っ
た
。

表
　
各
正
史
に
お
け
る
吐
谷
渾
伝
の
構
成
と
記
述
の
有
無

『
北
史
』
吐
谷
渾
伝
の
構
成

現
行
『
魏
書
』
『
周
書
』

①
吐
谷
渾
の
建
国

〇

②
地
理
・
風
俗

〇

③
吐
延
（
五
胡
十
六
国
期
）
〜
伏
連
籌
（
北
魏
末
）
の
時
代

〇

④
夸
呂
の
可
汗
即
位

〇

〇

⑤
地
理
・
風
俗
（
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
含
む
）

〇

〇

⑥
夸
呂
（
東
西
魏
期
）
の
時
代

〇

〇

⑦
夸
呂
（
北
周
北
斉
期
）
の
時
代

〇

⑧
夸
呂
（
隋
初
）
〜
伏
允
（
隋
末
ま
で
）
の
時
代

九
六
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最
後
に
、
現
行
『
魏
書
』
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
が
存
在
す
る
も
う
一
つ
の
列
伝
が
、
宕
昌
で
あ
る
。『
魏
書
』
巻
一
〇

一
・
宕
昌
伝
（『
北
史
』
巻
九
六
・
宕
昌
伝
）
に
、

父
子
・
伯
叔
・
兄
弟
死
す
れ
ば
、
卽
ち
繼
母
・
世
叔
母
及
び
嫂
・
弟
の
婦
等
を
以
て
妻
と
爲
す
）
27
（

。

と
あ
る
。
吐
谷
渾
伝
と
同
巻
で
、『
北
史
』
か
ら
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
列
伝
の
冒
頭
か
ら
婚
姻
を
含
め
た
風
俗
の
記
述
ま
で
は
、

『
周
書
』
宕
昌
伝
と
も
同
文
で
あ
り
、『
魏
書
』
の
原
文
を
考
察
す
る
余
地
が
な
い
）
28
（

。
よ
っ
て
、
宕
昌
伝
に
関
し
て
は
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト

の
記
録
は
『
魏
書
』
の
原
文
に
無
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
と
は
い
え
絶
対
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
言
は
で
き
な
い
、
と
い
う
曖

昧
な
回
答
し
か
現
状
の
史
料
状
況
か
ら
は
用
意
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
も
し
仮
に
『
魏
書
』
の
原
文
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と

も
第
四
章
で
後
述
す
る
よ
う
な
後
世
の
史
書
の
ご
と
き
侮
蔑
的
な
記
述
で
は
な
い
こ
と
は
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
よ
う
や
く
、
高
車
伝
に
つ
い
て
検
討
す
る
準
備
が
整
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た

柔
然
や
吐
谷
渾
に
つ
い
て
、『
魏
書
』
で
は
そ
れ
を
彼
ら
の
習
俗
と
し
て
記
録
し
な
か
っ
た
。
宕
昌
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
が
高

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
車
だ
け
は
そ
の
婚
姻
習
俗
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ
な
い
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ

記
録
し
た
。『
魏
書
』
で
は
至
っ
て
異
色
の
記
述
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
高
車
伝
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
不
実
行
が
記
録
さ
れ
た
背
景
を
探
る

意
味
が
生
じ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
北
魏
期
に
高
車
の
記
録
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
北
斉
期
に
そ
の
記
録
に
基
づ
き
高
車
伝
が
編

纂
さ
れ
た
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
考
え
る
。

　

ま
ず
、
北
魏
朝
廷
で
記
録
が
な
さ
れ
た
原
因
と
し
て
、
鮮
卑
（
或
い
は
北
族
）
社
会
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
普
遍
的
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
起
で
き
る
。
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
は
匈
奴
や
烏
桓
な
ど
の
人
々
の
間
に
お
い
て
広
範
に
見
ら
れ
た
習
俗
で
あ
り
、
そ
し
て
鮮
卑
社
会

九
七
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に
も
存
在
し
た
）
29
（

。
北
魏
の
北
方
に
い
た
柔
然
で
も
同
様
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
同
じ
く
北
方
の
遊
牧
民
で
あ
り
な

が
ら
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ
な
い
高
車
の
習
俗
は
、
当
時
の
人
々
か
ら
奇
習
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
諸

族
に
つ
い
て
、『
魏
書
』
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
習
俗
と
し
て
記
録
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
。『
魏
書
』
に
お
け
る

高
車
の
婚
姻
習
俗
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
、
他
の
諸
族
に
関
す
る
記
録
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
魏
書
』
で
婚
姻
習
俗
が
記

録
さ
れ
た
の
は
、
他
に
も
勿
吉
、
失
韋
（
室
韋
）、
焉
耆
、
亀
茲
、
波
斯
、
嚈
噠
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
高
車
伝
ほ
ど
仔
細
な
記
録

は
な
い
）
30
（

。
こ
う
し
た
高
車
伝
の
記
録
の
在
り
方
は
、
北
魏
の
人
々
に
と
っ
て
高
車
の
習
俗
が
奇
異
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
故

に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
不
実
行
が
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
）
31
（

。

　

さ
ら
に
重
要
な
問
題
が
、『
魏
書
』
が
北
斉
期
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
北
魏
期
に
記
録
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
編
纂

の
過
程
で
そ
れ
が
残
さ
れ
な
け
れ
ば
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

先
に
触
れ
た
が
、
東
魏
で
は
そ
の
実
権
を
握
る
高
氏
一
族
の
中
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。『
北
史
』
巻
一
四
・
后
妃
下
・
蠕
蠕

公
主
郁
久
閭
氏
伝
に
、

神
武
崩
じ
、
文
襄
蠕
蠕
國
の
法
に
從
い
、
公
主
に
蒸
し
、
一
女
を
產
む
）
32
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
父
高
歓
の
没
後
（
五
四
七
年
）、
そ
の
妻
で
あ
っ
た
蠕
蠕
公
主
を
高
澄
が
妻
と
し
て
迎
え
た
。
蠕
蠕
公
主
は
、
当
時
柔

然
の
可
汗
で
あ
っ
た
阿
那
瓌
（
勅
連
頭
兵
豆
伐
可
汗
）
の
次
女
で
あ
り
、
対
西
魏
抗
争
に
備
え
て
柔
然
と
和
親
を
結
ぶ
た
め
高
歓
に
よ
っ

て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
）
33
（

。
そ
の
後
、
高
澄
が
五
四
九
年
に
没
す
る
と
、
弟
の
高
洋
は
翌
年
五
月
に
帝
位
に
即
い
て
北
斉
を
建
立
し
、
高
歓

を
太
祖
献
武
皇
帝
（
後
に
高
祖
神
武
皇
帝
）、
高
澄
を
世
宗
文
襄
皇
帝
に
そ
れ
ぞ
れ
追
尊
し
た
）
34
（

。『
魏
書
』
の
編
纂
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は

九
八



11

杜
佑
『
通
典
』
に
見
え
る
華
夷
思
想
　
　
三
宅

東洋学報　第105巻２号　杜佑『通典』に見える華夷思想　抜念校

さ
ら
に
そ
の
翌
年
、
五
五
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
洋
か
ら
命
を
受
け
た
魏
収
の
編
纂
に
よ
り
、
五
五
四
年
三
月
に
紀
伝
が
、
十
一

月
に
志
が
完
成
し
た
。

　

先
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
魏
孝
文
帝
の
政
策
を
称
揚
す
る
魏
斉
革
命
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、『
魏
書
』
の
編
纂
は
北
魏
・
東
魏

の
鮮
卑
的
側
面
を
削
ぎ
落
と
し
、
漢
人
王
朝
と
し
て
の
正
統
性
を
主
張
す
る
役
割
を
担
っ
た
）
35
（

。
然
ら
ば
、
北
斉
の
太
祖
と
世
宗
に
あ
た

る
高
歓
と
高
澄
の
間
で
、「
蠕
蠕
國
の
法
」
で
あ
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、『
魏
書
』
編
纂
の
目
的
に
と
っ
て
不
都
合
で

あ
っ
た
）
36
（

。
魏
収
は
、
高
歓
と
高
澄
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
『
魏
書
』
に
記
さ
な
い
ば
か
り
か
、
柔
然
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
族
の
習
俗

と
し
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
記
録
す
る
こ
と
さ
え
避
け
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
を
見
せ
た
。
高
氏
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
っ
た
と
い
う
事
実

が
あ
る
以
上
、
そ
の
習
俗
を
夷
狄
の
も
の
で
あ
る
と
『
魏
書
』
中
に
明
記
す
る
の
は
忌
憚
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、
夷
狄
で
あ

る
高
車
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
は
、
こ
の
問
題
と
は
抵
触
し
な
い
。

　

ま
た
、
北
斉
と
い
う
時
期
か
ら
眺
め
た
時
に
検
討
を
要
す
る
も
う
一
つ
の
背
景
が
、
高
氏
政
権
と
高
車
の
関
係
性
で
あ
る
。
北
魏
末
、

そ
の
北
方
で
は
柔
然
と
高
車
が
角
逐
を
繰
り
広
げ
て
い
た
が
、
劣
勢
に
あ
っ
た
高
車
は
高
歓
の
も
と
へ
降
っ
た
。
北
魏
が
東
西
へ
分
裂

し
た
後
、
高
歓
は
高
車
と
結
ん
で
と
も
に
オ
ル
ド
ス
の
地
へ
進
攻
し
た
。
そ
の
後
も
柔
然
に
対
す
る
高
車
の
旗
色
は
好
転
す
る
こ
と
な

く
、
ま
も
な
く
主
を
失
っ
て
高
車
は
瓦
解
し
、
西
魏
と
の
対
立
の
た
め
高
歓
は
柔
然
と
の
和
親
の
道
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
柔
然
も
五

五
二
年
に
は
新
興
の
突
厥
に
よ
り
破
ら
れ
、
以
後
そ
の
残
存
勢
力
は
北
斉
へ
奔
り
助
力
を
得
て
い
た
が
、
五
五
四
年
三
月
に
北
斉
に
背

を
向
け
た
た
め
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
）
37
（

。
ま
さ
に
、『
魏
書
』
編
纂
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
高
氏
政
権
に
と
っ
て
高
車
は
、
か
つ
て
高
歓
に
従
っ
た
集
団
で
あ
り
、
そ
し
て
北
斉
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
柔
然
の

九
九
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大
敵
で
も
あ
っ
た
。
太
祖
で
あ
る
高
歓
が
従
え
て
い
た
高
車
が
、
夷
狄
で
あ
り
な
が
ら
も
柔
然
と
は
異
な
り
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ

な
い
と
い
う
漢
人
に
親
和
性
の
あ
る
習
俗
も
有
す
る
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
魏
収
に
と
っ
て
残
す
に
値
す
る
記
録
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
、『
魏
書
』
高
車
伝
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
述
は
、
北
魏
期
の
記
録
と
北
斉
期
の
編
纂
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
残

さ
れ
る
べ
く
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
車
伝
の
特
異
性
か
ら
推
す
に
、
そ
の
記
述
を
単
な
る
誤
記
や
捏
造
と
す
る
の
は
妥
当

で
は
な
い
。
で
あ
れ
ば
、『
通
典
』
高
車
条
に
お
い
て
当
該
記
録
が
削
除
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
検
討
し
直
す
必
要
が
あ

る
。

　
　
　
　
　

三　

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
『
通
典
』
の
記
述
方
法

　

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
通
典
』
高
車
条
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
録
の
省
略
が
、
果
た
し
て
杜
佑
の
意
図
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
『
通
典
』
全
体
の
中
で
如
何
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て

み
る
こ
と
が
、
そ
の
緒
と
な
る
。

　
『
通
典
』
の
辺
防
典
を
総
覧
す
る
と
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
記
述
に
は
奇
妙
な
点
が
あ
る
。
辺
防
典
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
習
俗
と

し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
夫
余
、
附
国
、
吐
谷
渾
、
宕
昌
、
党
項
、
悉
立
の
六
条
で
あ
る
。
辺
防
典
は
、
東
夷
、
南
蛮
、
西
戎
、
北
狄
の

四
部
で
構
成
さ
れ
る
が
、
六
条
の
う
ち
夫
余
が
東
夷
、
附
国
が
南
蛮
、
吐
谷
渾
・
宕
昌
・
党
項
・
悉
立
が
西
戎
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
北
狄
に
分
類
さ
れ
る
諸
族
の
中
に
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
習
俗
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
）
38
（

。
匈
奴
や
烏

桓
、
突
厥
な
ど
、
従
来
の
正
史
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
記
録
さ
れ
て
き
た
北
狄
に
つ
い
て
、
辺
防
典
で
は
そ
の
記
述
が
省
略
さ
れ

一
〇
〇
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る
。
そ
の
他
の
習
俗
や
婚
姻
習
俗
自
体
が
全
て
省
略
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
関
す
る
記
述
の

み
が
一
様
に
省
略
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
北
狄
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
の
消
滅
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、『
通
典
』
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト

の
記
述
に
は
他
に
も
大
き
な
特
徴
が
確
認
で
き
る
。『
通
典
』
巻
一
八
五
・
辺
防
一
・
東
夷
上
・
夫
余
条
に
、

兄
死
す
れ
ば
嫂
を
妻
る
こ
と
、
北
狄
と
同
俗
な
り
）
39
（

。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
巻
一
九
〇
・
辺
防
六
・
西
戎
二
・
吐
谷
渾
条
に
、

父
兄
亡
す
れ
ば
、
後
母
及
び
嫂
等
を
妻
る
こ
と
、
北
狄
と
俗
同
じ
）
40
（

。

と
あ
り
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
北
狄
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
明
記
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
族
個
々
の
記
録
以

外
に
も
、
同
書
巻
一
八
九
・
辺
防
五
・
西
戎
一
に
あ
る
序
略
に
も
、

後
母
を
妻
り
、
嫠
嫂
を
納
る
こ
と
、
北
狄
の
俗
の
ご
と
し
。
故
に
國
に
鰥
寡
無
く
、
種
類
繁
く
熾
ん
な
り
）
41
（

。

と
あ
り
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
北
狄
の
俗
」
と
明
言
す
る
。
言
う
な
れ
ば
、『
通
典
』
は
諸
処
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
北
狄
の
習
俗
と
記
し

な
が
ら
、
実
際
の
北
狄
の
条
目
で
は
彼
ら
の
習
俗
と
し
て
一
切
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
、
一
見
矛
盾
し
た
記
述
方
針
を
と
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
は
北
狄
の
習
俗
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
、『
通
典
』
に
お
い
て
暗
黙
の
了
解
と
化
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
。

　

さ
ら
に
、『
通
典
』
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
習
俗
の
記
述
に
は
、「
蒸
報
」
と
い
う
文
言
が
頻
出
す
る
。『
通
典
』
巻
一
九
〇
・
西
戎
二
・
党

項
条
に
、

一
〇
一
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其
の
庶
母
及
び
伯
叔
母
・
嫂
・
子
弟
の
婦
を
妻
り
、
婬
穢
に
蒸
報
す
る
こ
と
、
諸
夷
中
に
最
も
甚
爲
り
）
42
（

。

と
あ
り
、
同
書
同
巻
・
悉
立
条
に
、

蒸
報
を
以
て
俗
と
爲
す
）
43
（

。

と
あ
る
。
ま
た
、
同
書
同
巻
・
宕
昌
条
に
も
、

氂
・
牛
・
羊
・
豕
を
牧
養
し
、
以
て
其
の
食
に
供
す
。
俗
に
蒸
報
有
り
。
文
字
無
く
、
但
だ
木
の
榮
落
を
取
り
、
以
て
歲
時
を
記

す
）
44
（

。

と
あ
る
が
、
宕
昌
に
つ
い
て
は
、『
周
書
』
巻
四
九
・
異
域
上
・
宕
昌
伝
を
見
る
と
、

犛
・
牛
・
羊
・
豕
を
牧
養
し
、
以
て
其
の
食
に
供
す
。
父
子
・
伯
叔
・
兄
弟
死
す
れ
ば
、
卽
ち
其
の
繼
母
・
世
叔
母
及
び
嫂
・
弟

の
婦
等
を
以
て
妻
と
爲
す
。
俗
に
文
字
無
く
、
但
だ
草
木
の
榮
落
を
候
い
、
以
て
歲
時
を
記
す
）
45
（

。

と
あ
り
、『
通
典
』
宕
昌
条
の
記
述
が
『
周
書
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
関
す
る
箇
所
の
み
が
、

「
蒸
報
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時
に
は
記
述
を
書
き
換
え
て
ま
で
、
杜
佑
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
蒸
報
」

と
い
う
言
葉
で
積
極
的
に
表
現
し
た
。

　

次
章
で
も
触
れ
る
が
、「
蒸
」
や
「
報
」
は
、
も
と
も
と
姦
淫
と
結
び
つ
く
不
道
徳
の
意
を
有
す
る
語
で
あ
る
。『
通
典
』
巻
二
〇
〇
・

辺
防
一
六
・
北
狄
七
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
杜
佑
に
よ
る
総
括
に
は
、

奈
何
ぞ
天
子
の
尊
を
以
て
匈
奴
と
約
し
て
兄
弟
と
爲
し
、
帝
女
の
號
を
胡
媼
と
並
べ
戎
妻
と
爲
し
、
母
に
烝
し
子
に
報
し
、
其
の

汚
俗
に
從
わ
ん
）
46
（

。

一
〇
二



15

杜
佑
『
通
典
』
に
見
え
る
華
夷
思
想
　
　
三
宅

東洋学報　第105巻２号　杜佑『通典』に見える華夷思想　抜念校

と
い
う
、「
母
に
烝
し
子
に
報
す
る
」
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
汚
俗
」
と
す
る
劉
貺
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
。「
蒸
報
」
と
い
う
表
現
に
は
、

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
対
す
る
侮
蔑
の
意
識
が
明
確
に
存
在
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
通
典
』
で
は
「
北
狄
―
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
―
汚
俗
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
固
く
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
さ
も
自
明
の

こ
と
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
通
典
』
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
に
は
作
為
性
が
認
め
ら
れ
、
高
車
条
で
レ

ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
録
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
単
な
る
省
略
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
狄
に
属
す
る

高
車
の
習
俗
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、『
通
典
』
の
「
北
狄
―
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
―
汚
俗
」
と
い
う
理
解
に
背
馳
す
る
。

『
通
典
』
高
車
条
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
録
の
削
除
は
、
先
学
の
言
う
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
習
俗
と
し
て
の
正
確
性
と

い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
北
狄
に
対
す
る
杜
佑
の
記
述
方
針
の
問
題
か
ら
そ
の
必
要
性
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史
料
が
、『
通
典
』
室
韋
条
で
あ
る
。『
通
典
』
巻
二
〇
〇
・
北
狄
七
・
室
韋

条
に
、婦

人
再
嫁
せ
ず
、
以
爲
え
ら
く
死
人
の
妻
以
て
共
居
し
難
し
と
）
47
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
北
狄
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
も
、
高
車
と
は
相
反
し
て
婦
人
が
再
婚
し
な
い
こ
と
が
習
俗
と
し
て
明
記
さ
れ
る
。

こ
の
記
述
は
『
隋
書
』
室
韋
伝
と
同
文
で
あ
り
、『
魏
書
』
高
車
伝
と
は
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
『
隋
書
』
か
ら
『
通
典
』
へ
と
残
さ
れ
た

記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、『
通
典
』
の
室
韋
に
関
す
る
記
述
は
、
北
狄
に
分
類
さ
れ
た
と
は
言
っ
て
も
、
高
車
と
は
性
格
が
異
な
る
。『
通
典
』
で
は
、

室
韋
は
「
契
丹
の
類
」
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
食
文
化
や
言
語
な
ど
が
靺
鞨
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
48
（

。
契
丹
は
、『
通
典
』
で
は

一
〇
三
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室
韋
と
同
巻
に
採
録
さ
れ
、
北
狄
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
や
は
り
靺
鞨
と
同
俗
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
）
49
（

。
一
方
、
靺
鞨
は
、

『
通
典
』
に
お
い
て
北
狄
で
は
な
く
東
夷
に
分
類
さ
れ
る
）
50
（

。
要
す
る
に
、
室
韋
の
習
俗
は
東
夷
の
靺
鞨
と
同
じ
で
あ
り
、
た
と
え
レ
ヴ
ィ

レ
ー
ト
を
行
っ
て
い
な
く
て
も
、「
北
狄
―
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
―
汚
俗
」
と
い
う
理
解
に
な
ん
ら
支
障
を
来
さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

匈
奴
と
の
繋
が
り
や
、
突
厥
と
同
様
に
狼
の
始
祖
伝
説
を
持
つ
と
さ
れ
た
高
車
と
は
性
質
が
大
き
く
異
な
る
）
51
（

。

　
　
　
　
　

四　
『
通
典
』
の
性
格
の
再
検
討

　

前
章
に
て
、『
通
典
』
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
の
在
り
方
を
見
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、『
通
典
』
の
こ
う
し
た
記

述
は
、
安
史
の
乱
後
の
時
代
的
要
請
や
、
杜
佑
の
一
個
人
の
思
想
な
ど
に
ど
こ
ま
で
起
因
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
は
唐
代

に
編
纂
さ
れ
た
諸
書
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
を
通
じ
て
『
通
典
』
の
性
格
を
考
え
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
太
宗
に
よ
り
編
纂
の
命
が
発
さ
れ
た
正
史
の
う
ち
）
52
（

、『
周
書
』
が
吐
谷
渾
伝
や
宕
昌
伝
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
を
記
し

て
い
る
こ
と
は
前
に
も
触
れ
た
が
、『
周
書
』
で
は
こ
の
他
に
稽
胡
と
突
厥
に
つ
い
て
も
、
そ
の
習
俗
と
し
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
明
記
さ

れ
る
）
53
（

。『
魏
書
』
と
は
違
い
、『
周
書
』
で
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
憚
っ
た
様
子
は
窺
わ
れ
な
い
。『
梁
書
』
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
、
高
句
麗
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
や
は
り
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
を
避
け

た
様
子
は
な
い
）
54
（

。
そ
し
て
、『
隋
書
』
で
は
、
党
項
、
附
国
、
突
厥
に
つ
い
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
習
俗
と
し
て
記
録
さ
れ
る
）
55
（

。『
隋
書
』

巻
八
三
・
西
域
・
党
項
伝
に
、

其
の
俗
淫
穢
に
し
て
蒸
報
し
、
諸
夷
中
に
最
も
甚
爲
り
）
56
（

。

一
〇
四



17

杜
佑
『
通
典
』
に
見
え
る
華
夷
思
想
　
　
三
宅

東洋学報　第105巻２号　杜佑『通典』に見える華夷思想　抜念校

と
あ
る
よ
う
に
、『
隋
書
』
で
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
が
「
蒸
報
」
を
用
い
て
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
習
俗
に
「
淫
穢
」
と
い

う
侮
蔑
の
言
葉
が
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

同
じ
く
太
宗
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
晋
書
』
で
も
、
吐
谷
渾
伝
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
そ
の
習
俗
と
し
て
記
録
さ
れ
る
）
57
（

。
ま
た
、
高
宗
期

に
李
延
寿
が
完
成
さ
せ
た
「
南
北
史
」
は
、
基
本
的
に
は
南
北
朝
の
諸
正
史
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
南
史
』
に
は

『
梁
書
』
と
同
様
に
高
句
麗
伝
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
が
存
在
し
、『
北
史
』
で
は
吐
谷
渾
・
宕
昌
・
党
項
・
附
国
・
稽
胡
・
突
厥
に

つ
い
て
『
周
書
』・『
隋
書
』
に
記
録
さ
れ
た
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
、
取
り
立
て
て
削
除
も
加
筆
も
行
わ
れ
て

い
な
い
。「
南
北
史
」
も
ま
た
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
忌
憚
し
な
か
っ
た
。『
北
史
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
高
澄
と
蠕
蠕

公
主
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
蠕
蠕
國
の
法
」
と
記
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
は
柔
然
の
習
俗
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
諸
正
史
は
、
軒
並
み
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
夷
狄
の
習
俗
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
を
憚
ら
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
、『
北
史
』
の
「
蠕
蠕
國
の
法
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
夷
狄
の
習
俗
と
し
て
明
示
す
る
意
図
さ
え
窺
え

る
。
加
え
て
、『
隋
書
』
で
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
を
「
蒸
報
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
よ
う
に
な
り
、
侮
蔑
的
な
記
述
が
附
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、『
通
典
』
の
記
述
方
法
に
は
、
唐
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
諸
正
史
と
共
通
し
た
部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

と
り
わ
け
『
隋
書
』
と
は
顕
然
と
し
た
類
似
性
を
看
取
で
き
る
。

　

当
然
、
夷
狄
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
漢
人
に
よ
る
侮
蔑
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
な
に
も
こ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

『
史
記
』
巻
一
一
〇
・
匈
奴
伝
に
、
漢
の
使
節
が
中
行
説
に
放
っ
た
言
葉
と
し
て
、

一
〇
五
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匈
奴
の
父
子
乃
ち
穹
廬
を
同
じ
く
し
て
卧
す
。
父
死
す
れ
ば
、
其
の
後
母
を
妻
り
、
兄
弟
死
す
れ
ば
、
盡
く
其
の
妻
を
取
り
之
を

妻
る
。
冠
帶
の
飾
、
闕
庭
の
禮
無
し
）
58
（

。

と
あ
り
、
ま
た
、『
漢
書
』
巻
九
四
上
・
匈
奴
伝
上
に
は
、
狐
鹿
姑
単
于
時
代
の
漢
の
使
節
の
言
葉
に
、

常
に
後
母
を
妻
る
こ
と
、
禽
獸
の
行
な
り
）
59
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
夷
狄
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
は
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
前
代
の
史
書
が
『
隋
書
』・

『
通
典
』
と
決
定
的
に
異
な
る
点
は
、
夷
狄
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
「
蒸
」
や
「
報
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
無
く
、
ま
た
、
夷

狄
を
非
難
す
る
人
物
の
言
葉
の
中
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
列
伝
中
の
習
俗
の
記
録
と
し
て
侮
蔑
の
言
葉
と
と
も
に
記

述
す
る
と
い
う
こ
と
も
無
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
）
60
（

。

　

も
と
も
と
「
蒸
」
や
「
報
」
と
い
う
語
は
、『
小
爾
雅
』
広
義
に
、

男
女
の
禮
を
以
て
交
わ
ら
ざ
る
こ
と
、
之
を
「
淫
」
と
謂
う
。
上
淫
「
烝
」
と
曰
い
、
下
淫
「
報
」
と
曰
い
、
旁
淫
「
通
」
と
曰

う
）
61
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
目
上
の
者
と
の
淫
行
を
「
蒸
」、
目
下
の
者
と
の
淫
行
を
「
報
」
と
し
た
。
経
典
に
は
春
秋
時
代
に
「
蒸
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、『
春
秋
左
伝
正
義
』
巻
七
・
桓
公
十
六
年
の
伝
文
に
、

初
め
、
衞
の
宣
公
夷
姜
に
烝
し
、
急
子
を
生
む
）
62
（

。

と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
、

晉
の
獻
公
齊
姜
に
烝
し
、
惠
公
賈
君
に
烝
し
、
皆
是
れ
父
の
妾
と
淫
る
。
此
れ
も
亦
た
父
の
妾
に
し
て
、
故
に
庶
母
と
云
う
を
知

一
〇
六
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る
な
り
。
…
…
母
と
淫
る
こ
と
之
を
「
烝
」
と
謂
い
、「
烝
」
是
れ
上
淫
な
る
を
知
る
）
63
（

。

と
あ
る
）
64
（

。
す
な
わ
ち
、
姦
通
や
淫
行
と
い
っ
た
意
味
で
の
使
用
は
古
く
か
ら
存
在
し
、
か
か
る
用
法
は
諸
史
書
に
広
く
見
ら
れ
る
）
65
（

。『
隋

書
』
の
曠
古
な
る
点
は
、
夷
狄
の
習
俗
を
記
録
す
る
際
の
表
現
方
法
と
し
て
そ
れ
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
文
選
』
巻
五
四
・
劉

孝
標
「
辯
命
論
」
の
李
善
注
に
、

『
漢
書
』
に
曰
わ
く
、「
匈
奴
其
の
俗
、
寬
な
れ
ば
則
ち
畜
に
隨
い
禽
獸
を
田
獵
す
る
を
生
業
と
爲
し
、
急
な
れ
ば
則
ち
人
は
戰
攻

に
習
れ
以
て
侵
伐
す
。
其
れ
天
性
な
り
。
父
死
す
れ
ば
、
其
の
後
母
を
妻
り
、
兄
弟
死
す
れ
ば
、
皆
其
の
妻
を
取
り
之
を
妻
る
」

と
。『
小
雅
』
に
曰
わ
く
、「
上
淫
「
蒸
」
と
曰
い
、
下
淫
「
報
」
と
曰
う
」
と
）
66
（

。

と
い
う
、
匈
奴
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
『
小
爾
雅
』
の
「
蒸
」・「
報
」
と
明
確
に
結
び
つ
け
る
記
述
が
あ
る
。
李
善
注
が
献
じ
ら
れ
た
の

は
高
宗
期
で
あ
り
、『
隋
書
』
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
唐
初
期
に
は
姦
通
や
淫
行
の
意
味
と
し
て
の
「
蒸
」
や
「
報
」
を
、
夷
狄
に
よ
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
表
現
と
し
て
転

用
し
始
め
た
。
開
元
年
間
（
七
一
三
―
七
四
一
年
）
頃
に
政
治
的
に
活
発
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
劉
貺
の
、「
蒸
報
」
を
「
汚
俗
」
と
す
る

言
葉
が
辺
防
典
に
も
引
か
れ
る
よ
う
に
、「
蒸
報
」
と
い
う
文
言
に
よ
り
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
非
難
的
に
表
現
す
る
す
べ
は
、
な
に
も
杜
佑

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。『
通
典
』
は
、
唐
代
に
流
布
し
た
記
述
方
法
の
流
れ
を
汲
ん
だ
上
で
、
よ
り
徹
底
的
且
つ
苛

辣
に
用
い
て
そ
の
方
法
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
杜
佑
が
こ
う
ま
で
し
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
夷
狄
の
「
汚
俗
」
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
拘
泥
し
た
目
的
は
何
で
あ
っ
た

の
か
。
そ
こ
で
、「
古
の
中
華
」
と
「
今
の
夷
狄
」
を
め
ぐ
る
杜
佑
の
考
え
を
改
め
て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
通
典
』
巻
一
八

一
〇
七
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五
・
辺
防
序
に
は
、

覆
載
の
內
、
日
月
の
臨
む
所
、
華
夏
土
中
に
居
り
、
生
物
氣
の
正
な
る
を
受
く
。
其
の
人
性
和
に
し
て
才
惠
な
り
、
其
の
地
の
產

厚
く
類
繁
し
。
聖
賢
を
誕
生
さ
せ
、
繼
ぎ
て
法
敎
を
施
す
所
以
は
、
時
に
隨
い
弊
を
拯
い
、
物
に
因
り
利
用
す
る
な
り
。
…
…
緬

か
に
古
の
中
華
を
惟
う
に
、
多
く
今
の
夷
狄
に
類
す
。
…
…
其
の
地
偏
な
り
、
其
の
氣
梗
な
り
、
聖
哲
を
生
ま
ず
、
舊
風
を
革
む

る
莫
く
、
誥
訓
の
可
な
ら
ざ
る
所
、
禮
義
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
外
に
し
て
內
な
ら
ず
、
疏
に
し
て
戚
な
ら
ず
。
來
た
れ
ば
則
ち

之
を
禦
ぎ
、
去
れ
ば
則
ち
之
に
備
う
る
こ
と
、
前
代
の
逹
識
の
士
も
亦
た
已
に
之
を
言
う
こ
と
詳
ら
か
な
り
）
67
（

。

と
あ
る
。
本
稿
の
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
緬
か
に
古
の
中
華
を
惟
う
に
、
多
く
今
の
夷
狄
に
類
す
」
と
い
う
杜
佑
の
考
え
は
、

多
く
の
先
学
に
よ
り
「
進
歩
」
的
な
史
観
や
開
放
的
な
民
族
観
と
い
っ
た
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
通
典
』
の
レ
ヴ
ィ

レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
記
述
方
法
か
ら
見
た
時
、
華
夷
の
垣
根
を
打
ち
壊
さ
ん
と
す
る
民
族
観
を
杜
佑
に
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
辺
防
典
の
序
文
に
、「
外
に
し
て
內
な
ら
ず
、
疏
に
し
て
戚
な
ら
ず
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
華
夷
の
別
は
厳
然
と
存
在
す
る
。

「
古
の
中
華
」
と
「
今
の
夷
狄
」
と
い
う
杜
佑
の
主
張
に
置
か
れ
た
主
眼
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
「
進
歩
」
の
史
観
や
華
夷
の
本
源
的
な

同
一
性
で
は
な
く
、「
舊
風
を
革
む
る
莫
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夷
狄
と
い
う
存
在
の
不
変
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
杜
佑
は
「
來
た
れ
ば
則
ち
之
を
禦
ぎ
、
去
れ
ば
則
ち
之
に
備
う
」
と
い
う
言
説
を
持
ち
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
杜
佑
が
辺
防

典
を
立
て
た
目
的
と
密
接
に
関
わ
る
。『
通
典
』
巻
一
の
序
文
に
は
、

纂
ず
る
所
の
『
通
典
』、
實
に
群
言
を
采
り
、
諸
人
事
を
徵
し
、
將
に
有
政
に
施
さ
ん
と
す
。
…
…
州
郡
を
列
ね
て
分
領
せ
し
め
、

邊
防
を
置
き
て
戎
狄
を
遏
ぐ
）
68
（

。

一
〇
八
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と
あ
り
、
辺
防
典
作
成
の
目
的
は
夷
狄
の
防
遏
に
あ
っ
た
）
69
（

。
さ
ら
に
、『
通
典
』
巻
二
〇
〇
に
は
杜
佑
に
よ
る
辺
防
典
の
総
括
と
し
て
、

四
夷
の
夏
を
猾
す
こ
と
尙
し
。
明
逹
の
士
の
論
ず
る
備
邊
の
要
、
代
と
し
て
之
無
き
は
無
し
。
國
朝
に
房
司
空
の
上
書
し
て
高
麗

を
伐
つ
を
諫
む
る
有
り
て
云
う
に
、「
比
來
犯
罪
の
死
囚
、
每
に
三
た
び
覆
べ
し
め
、
重
ね
て
人
命
を
惜
し
む
こ
と
此
に
至
る
。
而

し
て
億
萬
の
吏
卒
、
一
の
罪
戾
無
か
る
も
、
之
を
鋒
刃
に
委
ぬ
る
こ
と
、
實
に
冤
酷
爲
り
」
と
。
薛
補
闕
の
上
書
し
て
諫
む
る
に
、

「
諸
蕃
の
侍
子
久
し
く
京
師
に
在
り
、
恐
ら
く
其
れ
邊
塞
の
盈
虛
險
易
を
知
り
、
華
夏
の
服
翫
聲
色
を
悅
び
、
或
い
は
圖
籍
を
窺

い
、
抒
ね
て
古
今
に
逹
し
、
劉
元
海
の
徒
有
る
が
ご
と
く
、
終
に
大
憝
と
成
ら
ん
」
と
。
劉
起
居
の
『
武
指
』
に
云
う
に
、「
秦
の

戎
狄
を
逐
い
塞
を
出
で
し
め
、
華
夷
を
限
隔
す
る
は
、
是
れ
中
策
爲
り
」
と
。
三
賢
の
陳
ぶ
る
所
、
篤
論
と
謂
う
べ
し
、
言
の
詳

ら
か
に
し
て
理
の
切
な
る
こ
と
、
前
古
を
度
越
し
、
斯
れ
仰
歎
す
る
暇
あ
ら
ず
、
豈
に
敢
え
て
繁
述
せ
ん
）
70
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
太
宗
の
高
句
麗
征
服
を
諫
め
る
房
玄
齢
、
夷
狄
が
中
国
内
地
で
生
活
す
る
現
状
を
か
つ
て
の
五
胡
と
重
ね
て
諫

め
る
薛
謙
光
、
夷
狄
を
中
国
か
ら
排
除
し
て
華
夷
を
線
引
き
し
た
秦
を
評
価
す
る
劉
貺
の
言
葉
が
引
か
れ
、
こ
の
「
三
賢
」
に
よ
る
論

を
杜
佑
は
称
賛
す
る
。
要
す
る
に
、
夷
狄
は
征
服
し
て
取
り
込
ん
だ
り
内
地
へ
移
し
た
り
せ
ず
、
境
界
線
を
越
え
て
来
よ
う
と
す
る
も

の
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
杜
佑
の
主
張
で
あ
る
）
71
（

。
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
習
俗
は
、
こ
う
し
た
華
夷
の
別
を
截
然
と
示
す
た
め

に
重
要
な
一
要
素
で
あ
っ
た
。「
古
の
中
華
」
に
あ
た
る
経
典
中
の
「
蒸
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
表
現
す
る
方
法
が
当

時
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
杜
佑
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
り
、『
通
典
』
の
編
纂
に
あ
た
り
こ
れ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
自
身
の
主
張

を
補
強
し
た
の
で
あ
る
。

一
〇
九
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お　

わ　

り　

に

　
『
通
典
』
中
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
記
述
の
在
り
方
を
検
討
し
た
際
、
そ
こ
に
は
前
代
の
史
書
以
上
に
激
し
い
夷
狄
に
対
す
る
蔑

視
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
高
車
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
不
実
行
の
記
録
の
削
除
は
、
そ
の
記
述
方
針
の
一
環
を
示
す
。
こ
の
記

述
の
目
的
に
は
、
夷
狄
が
中
華
へ
進
出
す
る
こ
と
を
防
が
ん
と
す
る
、
杜
佑
に
よ
る
対
外
政
策
の
主
張
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
主
張
の
背
景
に
、
安
史
の
乱
に
よ
る
社
会
変
動
は
想
定
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、『
通
典
』
の
記
述
の
在
り
方
は
全
く

の
独
創
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
関
す
る
記
述
の
変
化
の
兆
し
は
、
唐
初
期
に
編
纂
さ
れ

た
諸
史
書
に
確
認
で
き
る
。
前
代
の
『
魏
書
』
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
夷
狄
の
習
俗
と
し
て
記
す
こ
と
を
避
け
た
の
に
対
し
て
、
唐
代
編

纂
の
正
史
は
そ
れ
と
正
反
対
の
方
針
を
採
っ
た
上
、
非
難
と
侮
蔑
の
対
象
と
し
た
。
自
身
の
正
統
性
を
主
張
す
る
正
史
に
そ
う
し
た
傾

向
が
あ
っ
た
こ
と
が
逆
説
的
に
、
多
民
族
を
内
包
し
、
王
室
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
ご
と
き
風
習
も
見
ら
れ
た
）
72
（

、
唐
王
朝
の
実
態

を
暗
に
物
語
る
。『
魏
書
』
と
唐
代
編
纂
の
正
史
と
の
差
異
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
の
正
統
観
や
民
族
観
が
北
族
由
来
の
も
の
と
し
て
単

一
的
に
括
ら
れ
難
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。『
通
典
』
は
、
こ
う
し
た
唐
代
の
風
潮
と
方
法
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
夷
狄
の
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
化
を
加
速
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

後
世
で
は
、『
太
平
寰
宇
記
』
や
『
文
献
通
考
』
で
も
高
車
に
つ
い
て
『
通
典
』
と
全
く
同
様
の
文
章
の
削
除
が
行
わ
れ
、『
御
覧
』

の
高
車
条
で
は
『
北
史
』
が
引
用
さ
れ
た
が
、
や
は
り
『
通
典
』
と
同
様
の
箇
所
が
削
除
さ
れ
た
）
73
（

。
さ
ら
に
、『
旧
唐
書
』・『
新
唐
書
』・

『
旧
五
代
史
』・『
新
五
代
史
』
と
い
っ
た
諸
正
史
の
北
狄
に
関
す
る
列
伝
で
は
、『
通
典
』
と
同
様
に
習
俗
と
し
て
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の

一
一
〇
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記
録
が
見
え
な
く
な
る
）
74
（

。
特
に
『
新
唐
書
』
突
厥
伝
の
序
文
に
お
い
て
、『
通
典
』
も
引
用
し
た
「
蒸
報
」
を
「
汚
俗
」
と
す
る
劉
貺
の

言
葉
や
、
杜
佑
の
言
葉
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
偶
然
と
は
考
え
難
い
）
75
（

。『
通
典
』
で
確
立
さ
れ
た
記
述
方
法
が
後
世
へ
与
え
た
影
響

は
、
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
。

註（1
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
四
七
・
杜
佑
伝
。
編
纂
時
期
に
つ
い
て
は
、
北

川
俊
昭
「『
通
典
』
編
纂
始
末
考　
　

と
く
に
そ
の
上
献
の
時
期
を
め

ぐ
っ
て　
　

」（『
東
洋
史
研
究
』
五
七
巻
一
号
、
一
九
九
八
年
）
一

二
八
―
一
三
二
頁
、
李
之
勤
『
杜
佑
年
譜
新
編
』（
三
秦
出
版
社
、
二

〇
一
四
年
）
二
二
二
―
二
二
八
頁
。

（
2
）　

内
藤
虎
次
郎
「
通
典
の
著
者
杜
佑
」（
同
著
『
内
藤
湖
南
全
集 

第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）。

（
3
）　

葛
兆
光
「
杜
佑
与
中
唐
史
学
」（『
史
学
史
研
究
』
一
九
八
一
年

第
一
期
）
九
―
十
頁
、
王
錦
貴
「
試
論
《
通
典
》
的
問
世
及
其
経
世

致
用
思
想
」（『
北
京
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
一
九
八
七
年

第
四
期
）、
陶
懋
炳
「
杜
佑
和
《
通
典
》」（『
史
学
史
資
料
』
一
九
八

〇
年
第
三
期
）
九
―
十
頁
、
前
掲
註
（
1
）
北
川
論
文
一
四
〇
頁
、

韓
昇
「
杜
佑
及
其
名
著
《
通
典
》
新
論
」（
上
海
社
会
科
学
院
《
伝
統

中
国
研
究
集
刊
》
編
輯
委
員
会
編
『
伝
統
中
国
研
究
集
刊 

第
二
輯
』

上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
二
―
一
二
三
頁
、
謝
保
成

『
隋
唐
五
代
史
学
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
〇
―
二
七

〇
頁
。

（
4
）　

謝
保
成
「
論
《
通
典
》
的
性
質
与
得
失
」（『
中
国
史
研
究
』
一

九
九
二
年
第
一
期
）
一
四
〇
頁
、
前
掲
註
（
3
）
韓
論
文
一
二
三
頁
。

（
5
）　
『
通
典
』
巻
四
八
・
礼
八
・
立
尸
義
に
、「
古
之
人
樸
質
、
中
華

與
夷
狄
同
」
と
あ
る
。

（
6
）　

前
掲
註
（
4
）
謝
論
文
一
三
四
―
一
三
五
頁
、
前
掲
註
（
3
）

謝
書
二
五
四
―
二
五
五
頁
、
瞿
林
東
『
唐
代
史
学
論
稿
（
増
訂
本
）』

（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
三
四
六
―
三
四
七
・
三
五
五
―

三
五
六
頁
。

（
7
）　

前
掲
註
（
3
）
陶
論
文
一
二
―
一
三
頁
、
前
掲
註
（
3
）
韓
論

文
一
三
二
頁
。

（
8
）　

前
掲
註
（
3
）
韓
論
文
一
二
九
・
一
三
二
頁
、
丁
俊
麗
「
杜
佑

《
通
典
》
的
民
本
思
想
」（『
湖
北
広
播
電
視
大
学
学
報
』
二
〇
〇
七
年

一
一
一
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第
三
期
）
四
九
頁
。
張
文
倹
「
従
《
通
典
・
辺
防
》
看
杜
佑
民
族
思

想
」（『
唐
山
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）
は
、
唐
代
の

開
放
的
な
民
族
観
念
を
継
承
し
つ
つ
、
安
史
の
乱
後
の
唐
王
朝
の
威

光
恢
復
を
目
指
す
た
め
民
族
政
策
の
見
直
し
を
図
っ
た
も
の
と
見
る
。

（
9
）　

劉
雅
倩
・
馬
暁
娟
「
略
談
司
馬
遷
与
杜
佑
著
史
思
想
之
差
異
：

従
《
史
記
》
与
《
通
典
》〝
匈
奴
〞
記
載
比
較
談
起
」（『
六
盤
水
師
範

学
院
学
報
』
二
〇
一
七
年
第
六
期
）。

（
10
）　
『
魏
書
』
高
車
伝
の
史
料
源
等
に
つ
い
て
は
、
王
石
雨
「
今
本

《
魏
書
・
高
車
伝
》
史
源
探
析
」（『
内
蒙
古
社
会
科
学
』
二
〇
二
〇
年

第
六
期
）
も
参
照
。

（
11
）　

婚
姻
用
牛
馬
納
聘
、
以
﹇
多
﹈
爲
榮
。
結
言
旣
定
、
男
黨
營
車

闌
馬
、
令
女
黨
恣
取
。
上
馬
袒
乘
出
闌
。
馬
主
立
（
於
）
闌
外
、
振

手
驚
馬
。
不
墜
者
卽
取
之
、
墜
則
更
取
。
數
滿
乃
止
。
俗
無
穀
、
不

作
酒
、
迎
婦
之
日
、
男
女
相
將
持
馬
酪
・
熟
肉
・
節
解
。
主
人
延
賓

亦
無
行
位
、
穹
廬
前
叢
坐
、
飮
宴
終
日
、
復
留
其
宿
。
明
日
、
將
婦

歸
。
旣
而
將
夫
黨
、
還
入
其
家
馬
群
、
極
取
良
馬
。
父
母
《
兄
弟
》

雖
惜
、
終
無
言
者
。
頗
諱
取
寡
婦
、
而
優
憐
之
（『
御
覧
』
高
車
条
引

『
北
史
』
よ
り
補
っ
た
字
を
﹇　

﹈、『
魏
書
』
に
あ
る
が
『
北
史
』
に

は
無
い
字
を
（　

）、『
魏
書
』
と
『
北
史
』
で
語
順
の
異
な
る
箇
所

を
《　

》
で
示
す
）。

（
12
）　

婚
姻
用
牛
馬
納
聘
、
以
多
爲
榮
。
俗
無
穀
、
不
作
酒
。
迎
娶
之

日
、
男
女
相
將
持
馬
酪
・
熟
肉
・〈
節
解
〉。〔
卽
〕
主
人
延
賓
亦
無
行

位
、
穹
廬
前
叢
坐
、
飮
宴
終
日
、
復
留
其
宿
。
明
日
、
將
婦
歸
。
旣

而
將
夫
黨
、
還
入
其
家
馬
群
、
極
取
良
馬
（
北
宋
版
『
通
典
』（
長
澤

規
矩
也
・
尾
崎
康
編
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
北
宋
版
通
典
』
汲
古
書
院
、

一
九
八
〇
―
八
一
年
）
に
よ
り
補
っ
た
字
を
〔　

〕、
北
宋
版
に
無
い

字
を
〈　

〉、
北
宋
版
と
異
な
る
字
を
【　

】
で
示
す
。
以
下
、『
通

典
』
を
引
用
す
る
場
合
も
同
じ
）。

（
13
）　

田
中
克
己
「
北
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
に
於
け
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
」

（『
北
亜
細
亜
学
報
』
三
号
、
一
九
四
四
年
）
二
五
一
頁
。

（
14
）　

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
（levirate

）
と
は
、
厳
密
に
は
字
義
通
り
、
寡

婦
が
亡
夫
の
兄
弟
と
再
婚
す
る
社
会
的
慣
習
を
い
う
。
本
稿
で
扱
う

諸
民
族
で
は
、
時
に
夫
の
子
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
近
親
婚
的
形
態

を
と
る
が
、
寡
婦
と
い
う
条
件
が
存
在
す
る
た
め
、
先
学
ら
の
表
現

に
肖
り
、
か
か
る
範
囲
の
婚
姻
を
総
じ
て
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
と
便
宜
上

称
す
る
こ
と
と
す
る
。
多
様
な
社
会
の
婚
姻
習
俗
を
一
律
に
レ
ヴ
ィ

レ
ー
ト
と
分
類
す
る
こ
と
は
、
そ
の
実
態
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
際

に
は
危
険
を
伴
う
（
時
に
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
は
「
子
の
法
的
父
」
な

ど
諸
条
件
が
想
定
さ
れ
る
が
（
椎
野
若
菜
『
結
婚
と
死
を
め
ぐ
る
女

の
民
族
誌　
　

ケ
ニ
ア
・
ル
オ
社
会
の
寡
婦
が
男
を
選
ぶ
と
き　
　

』

（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
九
―
二
五
頁
）、
本
稿
で
扱
う
諸

族
の
場
合
、
そ
の
細
か
な
慣
習
や
条
件
は
基
本
的
に
史
料
か
ら
判
明

一
一
二
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し
な
い
）。
し
か
し
本
稿
の
主
眼
は
、
寡
婦
が
夫
の
近
縁
者
と
婚
姻
す

る
習
俗
を
史
書
編
纂
者
ら
が
如
何
に
扱
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る

た
め
問
題
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
寡
婦
を
娶
ら
ぬ
こ
と
」
は
「
レ

ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ
な
い
こ
と
」
の
十
分
条
件
に
過
ぎ
ず
、
高
車
の

記
録
を
「
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
わ
な
い
こ
と
」
と
す
る
こ
と
も
本
来

は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
様
の
理
由
で
本
稿
の
論
点
に
抵

触
し
な
い
。

（
15
）　

段
連
勤
『
丁
零
・
高
車
与
鉄
勒
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八

八
年
）
一
九
一
―
一
九
五
頁
、
王
茜
・
魏
銘
清
「
維
吾
爾
族
婚
俗
歴

史
演
変
研
究
」（『
新
疆
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
二
年
第

一
期
）
三
三
頁
、
周
偉
洲
『
敕
勒
与
柔
然
（
増
訂
本
）』（
商
務
印
書

館
、
二
〇
二
二
年
）
三
〇
頁
。

（
16
）　

青
木
和
子
「
魏
書
高
車
伝
に
み
え
る
婚
姻
習
俗
に
つ
い
て
（
一
）」

（『
龍
谷
史
壇
』
七
九
号
、
一
九
八
一
年
）。

（
17
）　

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
一
夫
多
妻
と
関
係
す
る
こ
と
こ
そ
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
（R

em
i C

lignet, M
any W

ives, M
any Pow

ers: Authority 

and Pow
er in Polygynous Fam

ilies (N
orthw

estern U
niversity 

Press, 1970), p. 1 9

）、
遊
牧
民
や
テ
ュ
ル
ク
民
族
で
あ
る
こ
と
と
結

び
つ
く
必
然
性
は
な
く
、
た
と
え
高
車
が
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

（
18
）　
『
魏
書
』
蠕
蠕
伝
も
ま
た
『
北
史
』
蠕
蠕
伝
か
ら
補
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
概
ね
高
車
伝
の
場
合
と
同
様
に
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

（
19
）　
『
魏
書
』
巻
一
〇
三
・
蠕
蠕
伝
（『
北
史
』
巻
九
八
・
蠕
蠕
伝
）。

こ
れ
は
し
ば
し
ば
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
一
例
と
さ
れ
る
が
（
内
田
吟
風

『
北
ア
ジ
ア
史
研
究　
　

鮮
卑
柔
然
突
厥
篇　
　

』（
同
朋
舎
、
一
九

七
五
年
）
三
〇
五
頁
、
前
掲
註
（
15
）
周
書
一
一
八
頁
）、
厳
密
に
は

従
兄
の
妻
は
服
制
上
か
ら
言
っ
て
も
通
常
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
と
規
定
さ

れ
る
嫂
等
と
は
異
な
る
段
階
の
傍
系
リ
ネ
ー
ジ
に
属
す
る
（H

an-yi 

Fêng, The C
hinese K

inship System
 (H

arvard U
niversity Press, 

1967), pp. 20–43

）。

（
20
）　

父
兄
死
、
妻
後
母
及
嫂
等
、
與
突
厥
俗
同
。
至
于
婚
、
貧
不
能

備
財
者
、
輒
盜
女
去
。

（
21
）　
『
魏
書
』
吐
谷
渾
伝
（『
北
史
』
吐
谷
渾
伝
）
に
、「
視
羆
立
。

死
、
子
樹
洛
干
等
並
幼
、
弟
烏
紇
提
立
、
而
妻
樹
洛
干
母
、
生
二
子

慕
璝
・
慕
利
延
」
と
あ
る
。

（
22
）　
『
隋
書
』
巻
八
三
・
吐
谷
渾
伝
に
、「
十
六
年
、
以
光
化
公
主
妻

伏
…
…
明
年
、
其
國
大
亂
、
國
人
殺
伏
、
立
其
弟
伏
允
爲
主
。
使
使

陳
廢
立
之
事
、
幷
謝
專
命
之
罪
、
且
請
依
俗
尙
主
、
上
從
之
」
と
あ

る
。

（
23
）　

他
に
『
魏
書
』
中
で
は
西
域
伝
の
数
箇
所
に
も
突
厥
の
名
が
見

え
る
が
、
い
ず
れ
も
『
魏
書
』
の
原
文
と
は
考
え
難
い
（
後
掲
註

（
30
）
も
参
照
）。

一
一
三
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（
24
）　

逐
水
草
、
廬
帳
而
居
、
以
肉
酪
爲
糧
。

（
25
）　

恆
處
穹
廬
、
隨
水
草
畜
牧
…
…
以
肉
酪
爲
糧
。

（
26
）　
『
太
平
御
覧
』
巻
八
〇
一
・
四
夷
部
二
二
・
北
狄
三
・
高
車
条
。

『
魏
書
』
の
逸
巻
補
闕
作
業
は
、
宋
の
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
年
）
に

そ
の
命
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
御
覧
』
の
編
纂
よ
り
後
の
こ
と
で

あ
る
。『
御
覧
』
の
引
く
『
後
魏
書
』
太
宗
紀
や
孝
静
紀
が
、『
北
史
』

か
ら
補
闕
し
た
現
行
『
魏
書
』
の
も
の
と
異
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
内
田
吟
風
「
魏
書
西
域
伝
原
文
考
釈
（
上
）」（『
東
洋
史
研

究
』
二
九
巻
一
号
、
一
九
七
〇
年
）
八
五
頁
）。

（
27
）　

父
子
・
伯
叔
・
兄
弟
死
者
、
卽
以
繼
母
・
世
叔
母
及
嫂
・
弟
婦

等
爲
妻
。

（
28
）　

し
ば
し
ば
先
行
研
究
は
、『
魏
書
』
西
域
伝
な
ど
の
原
文
復
元
に

お
い
て
『
周
書
』
や
『
隋
書
』
に
存
在
す
る
文
章
を
排
除
す
る
方
法

を
と
る
（
前
掲
註
（
26
）
内
田
論
文
、
同
著
「
魏
書
西
域
伝
原
文
考

釈
（
中
）」（『
東
洋
史
研
究
』
三
〇
巻
二
・
三
号
、
一
九
七
一
年
）、

同
著
「
魏
書
西
域
伝
原
文
考
釈
（
下
）」（『
東
洋
史
研
究
』
三
一
巻
三

号
、
一
九
七
二
年
）、
余
太
山
『
両
漢
魏
晋
南
北
朝
正
史
西
域
伝
要

注
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
四
一
九
―
五
〇
二
頁
）
た
だ

し
、
こ
の
論
理
は
『
魏
書
』
の
原
文
に
も
同
文
が
あ
っ
た
可
能
性
を

完
全
に
排
し
な
い
（
田
辺
勝
美
「
ロ
ー
マ
と
中
国
の
史
書
に
秘
め
ら

れ
た
「
ク
シ
ャ
ノ
・
サ
サ
ン
朝
」」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二

四
号
、
一
九
九
四
年
）
七
八
頁
）。

（
29
）　
『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
烏
丸
伝
・
注
引
王
沈
『
魏
書
』
烏
丸
伝

に
、「
父
兄
死
、
妻
後
母
執
嫂
、
若
無
執
嫂
者
、
則
己
子
以
親
之
次
妻

伯
叔
焉
、
死
則
歸
其
故
夫
」
と
あ
り
、
同
書
同
巻
・
鮮
卑
伝
・
注
引

王
沈
『
魏
書
』
鮮
卑
伝
に
、「
其
言
語
習
俗
與
烏
丸
同
」
と
あ
る
。
前

掲
註
（
13
）
田
中
論
文
二
四
七
―
二
四
八
頁
、
牧
野
巽
「
烏
桓
・
鮮

卑
の
女
性
と
族
制
」（
同
著
『
牧
野
巽
著
作
集　

第
七
巻　

家
族
論
・

書
評
他
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年
）
一
六
四
―
一
六
五
頁
、

馮
継
欽
「
我
国
阿
爾
泰
語
系
諸
族
的
収
継
婚
述
略
」（『
龍
江
社
会
科

学
』
一
九
九
五
年
第
一
期
）
な
ど
も
参
照
。

（
30
）　

勿
吉
伝
、
失
韋
伝
は
『
魏
書
』
巻
一
〇
〇
。
焉
耆
伝
、
亀
茲
伝
、

波
斯
伝
、
嚈
噠
伝
は
『
魏
書
』
巻
一
〇
二
・
西
域
伝
。
た
だ
し
、
巻

一
〇
二
は
逸
巻
で
あ
り
、『
魏
書
』
の
原
文
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る

（
前
掲
註
（
28
）
内
田
一
九
七
一
年
論
文
八
二
―
八
六
・
九
六
―
一
〇

一
頁
、
前
掲
註
（
28
）
内
田
一
九
七
二
年
論
文
六
七
―
六
九
頁
、
前

掲
註
（
28
）
余
書
四
四
三
―
四
四
七
・
四
五
九
―
四
六
一
・
四
八
四

―
四
八
七
頁
）。
こ
の
ほ
か
現
行
『
魏
書
』
に
は
巻
一
〇
二
・
康
国
伝

に
も
婚
姻
習
俗
の
記
録
が
あ
る
が
、「
婚
姻
喪
制
與
突
厥
同
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
に
『
魏
書
』
の
原
文
で
は
な
い
。

（
31
）　Edw

in G
. Pulleyblank, “The ‘H

igh Carts’: A Turkish-Speaking 

People Before the Türks” (Asia M
ajor 3(1), 1990), pp. 23–25

は
、
高

一
一
四
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車
の
習
俗
に
関
す
る
記
録
が
、
通
常
の
漢
籍
の
遊
牧
民
に
関
す
る
記

述
の
範
疇
を
超
え
て
お
り
、
実
見
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。

氏
の
い
う
「
実
見
」
や
「
通
常
の
漢
籍
の
記
述
」
と
は
何
か
測
り
か

ね
る
が
、
婚
姻
を
は
じ
め
と
す
る
高
車
の
習
俗
の
記
録
が
、『
魏
書
』

中
で
際
立
っ
て
詳
ら
か
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
32
）　

神
武
崩
、
文
襄
從
蠕
蠕
國
法
、
蒸
公
主
、
產
一
女
焉
。

（
33
）　
『
北
史
』
蠕
蠕
公
主
郁
久
閭
氏
伝
。

（
34
）　
『
北
斉
書
』
巻
四
・
文
宣
紀
・
天
保
元
年
条
。

（
35
）　

佐
川
英
治
「
東
魏
北
斉
革
命
と
『
魏
書
』
の
編
纂
」（『
東
洋
史

研
究
』
六
四
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
36
）　

東
魏
武
定
六
年
（
五
四
八
年
）
五
月
「
魏
故
斉
献
武
高
王
閭
夫

人
墓
誌
」
の
墓
主
は
こ
の
蠕
蠕
公
主
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
高
歓
と

の
婚
姻
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
彼
ら
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
記

す
こ
と
を
避
け
る
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
当
該
墓
誌
に
つ
い

て
は
、
周
偉
洲
『
新
出
土
中
古
有
関
胡
族
文
物
研
究
』（
社
会
科
学
文

献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
〇
―
八
二
頁
、
羅
新
「
茹
茹
公
主
」

（
同
著
『
王
化
与
山
険
：
中
古
辺
裔
論
集
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇

一
九
年
）
八
五
―
九
一
頁
も
参
照
。
た
だ
し
、
両
者
と
も
墓
誌
に
高

澄
と
の
婚
姻
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
は
し
て
い
な
い
。

（
37
）　
『
魏
書
』
巻
一
二
・
孝
静
帝
紀
・
興
和
三
年
条
、『
北
斉
書
』
巻

一
・
神
武
帝
紀
上
、
同
書
巻
二
・
神
武
帝
紀
下
、『
北
史
』
蠕
蠕
伝
、

同
書
高
車
伝
。

（
38
）　

こ
こ
で
い
う
習
俗
と
し
て
の
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
記
録
と
は
、
例

え
ば
『
史
記
』
匈
奴
伝
に
「
父
死
、
妻
其
後
母
、
兄
弟
死
、
皆
取
其

妻
妻
之
」
と
あ
る
よ
う
な
、
集
団
の
諸
習
俗
を
述
べ
る
文
中
に
お
い

て
、
そ
の
習
俗
の
一
つ
と
し
て
記
さ
れ
た
婚
姻
習
俗
の
記
録
の
こ
と

を
指
す
。
こ
れ
に
類
す
る
記
録
が
、『
通
典
』
の
北
狄
条
で
は
な
べ
て

省
略
さ
れ
て
い
る
。『
通
典
』
巻
一
九
四
・
辺
防
十
・
北
狄
一
・
匈
奴

条
上
に
は
、「
冒
頓
殺
父
、
妻
羣
母
」
と
い
う
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
と
関
連

す
る
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
冒
頓
単
于
の
事
跡
が
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
匈
奴
の
習
俗
と
し
て
記
さ
れ
た
記
録
と
は
言
え
な
い

（
当
該
史
料
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
劉
敬
の
言
葉
の
一
部

で
あ
り
、
明
ら
か
に
習
俗
の
記
録
と
は
性
質
を
異
に
す
る
）。

（
39
）　

兄
死
妻
嫂
、
與
北
狄
同
俗
。

（
40
）　

父
兄
亡
、
妻
後
母
及
嫂
等
、
與
北
狄
俗
同
。

（
41
）　

妻
後
母
、
納
嫠
嫂
、
如
北
狄
之
俗
。
故
國
無
鰥
寡
、
種
類
繁
熾
。

（
42
）　

妻
其
庶
母
及
伯
叔
母
・
嫂
・
子
弟
之
婦
、
婬
穢
蒸
報
、
諸
夷
中

最
爲
甚
。

（
43
）　

以
蒸
報
爲
俗
。

（
44
）　

牧
養
氂
・
牛
・
羊
・
豕
、
以
供
其
食
。
俗
有
蒸
報
。
無
文
字
、

但
取
木
榮
落
、
以
記
歲
時
。

（
45
）　

牧
養
犛
・
牛
・
羊
・
豕
、
以
供
其
食
。
父
子
・
伯
叔
・
兄
弟
死

一
一
五
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者
、
卽
以
其
繼
母
・
世
叔
母
及
嫂
・
弟
婦
等
爲
妻
。
俗
無
文
字
、
但

候
草
木
榮
落
、
以
記
歲
時
。

（
46
）　

奈
何
以
天
子
之
尊
與
匈
奴
約
爲
兄
弟
、
帝
女
之
號
與
胡
媼
並
爲

戎
妻
、
烝
母
報
子
、
從
其
汚
俗
。

（
47
）　

婦
人
不
再
嫁
、
以
爲
死
人
妻
難
以
共
居
。

（
48
）　
『
通
典
』
室
韋
条
に
、「【
蓋
】
契
丹
之
類
也
。
…
…
造
酒
・
食

噉
・
言
語
與
靺
鞨
同
」
と
あ
る
。

（
49
）　
『
通
典
』
巻
二
〇
〇
・
契
丹
条
に
、「
其
俗
頗
與
靺
鞨
同
」
と
あ

る
。

（
50
）　
『
通
典
』
巻
一
八
六
・
辺
防
二
・
東
夷
下
・
勿
吉
又
曰
靺
鞨
条
。

（
51
）　
『
通
典
』
高
車
条
に
、「
其
語
略
與
匈
奴
同
而
時
有
小
異
。
或
云

其
先
匈
奴
之
【
甥
】
也
。
…
…
其
俗
云
、
匈
奴
單
于
生
二
女
、
姿
容

甚
美
、
單
于
曰
、「
此
女
安
可
配
人
、
將
以
與
天
。」
乃
於
國
北
無
人

之
【
地
】
築
高
臺
、
置
二
女
於
其
上
、
曰
、「
請
天
自
迎
之
。」
乃
有

一
老
狼
、
晝
夜
守
臺
嗥
呼
、
因
穿
臺
下
爲
穴
、
經
時
不
去
。
其
小
女

曰
、「
吾
父
以
我
與
天
、
而
今
狼
來
、
或
是
天
處
我
。」
乃
下
爲
狼
妻

而
產
子
、
後
遂
滋
繁
成
國
。
故
其
人
好
引
聲
長
歌
、
大
似
狼
嗥
」
と

あ
る
。
突
厥
条
に
見
え
る
狼
の
説
話
に
つ
い
て
は
、『
通
典
』
巻
一
九

七
・
突
厥
条
上
。

（
52
）　

な
お
、『
北
斉
書
』
と
『
陳
書
』
に
は
、
周
辺
諸
族
の
列
伝
が
無

い
。

（
53
）　
『
周
書
』
巻
四
九
・
稽
胡
伝
、
同
書
巻
五
〇
・
異
域
下
・
突
厥

伝
。

（
54
）　
『
梁
書
』
巻
五
四
・
諸
夷
・
東
夷
・
高
句
驪
伝
。

（
55
）　
『
隋
書
』
巻
八
三
・
党
項
伝
、
同
書
同
巻
・
附
国
伝
、
同
書
巻
八

四
・
北
狄
・
突
厥
伝
。

（
56
）　

其
俗
淫
穢
蒸
報
、
於
諸
夷
中
最
爲
甚
。

（
57
）　
『
晋
書
』
巻
九
七
・
四
夷
・
吐
谷
渾
伝
に
、「
父
卒
、
妻
其
群
母
、

兄
亡
、
妻
其
諸
嫂
」
と
あ
る
。

（
58
）　

匈
奴
父
子
乃
同
穹
廬
而
卧
。
父
死
、
妻
其
後
母
、
兄
弟
死
、
盡

取
其
妻
妻
之
。
無
冠
帶
之
飾
、
闕
庭
之
禮
。

（
59
）　

常
妻
後
母
、
禽
獸
行
也
。

（
60
）　

レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
が
習
俗
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
は
、『
史
記
』

匈
奴
伝
、『
漢
書
』
匈
奴
伝
、『
後
漢
書
』
東
夷
・
夫
余
伝
、
同
書
西

羌
伝
、
同
書
烏
桓
伝
、『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
東
夷
・
夫
余
伝
が
あ

る
。

（
61
）　

男
女
不
以
禮
交
、
謂
之
「
淫
」。
上
淫
曰
「
烝
」、
下
淫
曰
「
報
」、

旁
淫
曰
「
通
」。

（
62
）　

初
、
衞
宣
公
烝
於
夷
姜
、
生
急
子
。

（
63
）　

晉
獻
公
烝
於
齊
姜
、
惠
公
烝
於
賈
君
、
皆
是
淫
父
之
妾
。
知
此

亦
父
妾
、
故
云
庶
母
也
。
…
…
淫
母
而
謂
之
「
烝
」、
知
「
烝
」
是
上

淫
。

一
一
六
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（
64
）　

杜
預
注
に
は
、「
夷
姜
、
宣
公
之
庶
母
也
。
上
淫
曰
「
烝
」」
と

あ
る
。

（
65
）　
『
魏
書
』
中
に
も
「
蒸
」
の
語
が
複
数
見
え
る
が
（
巻
二
一
上
・

北
海
王
詳
伝
、
巻
九
七
・
島
夷
劉
裕
伝
、
巻
九
九
・
私
署
涼
州
牧
張

寔
伝
、
同
巻
・
鮮
卑
乞
伏
国
仁
伝
、
同
巻
・
盧
水
胡
沮
渠
蒙
遜
伝
、

高
車
伝
）、
い
ず
れ
も
目
上
と
の
姦
通
・
淫
行
と
い
う
語
意
の
範
疇
を

文
脈
上
出
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
婚
姻
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。

高
車
伝
に
は
「
阿
伏
至
羅
長
子
蒸
阿
伏
至
羅
餘
妻
、
謀
害
阿
伏
至
羅
」

と
あ
る
が
、
夫
で
あ
る
阿
伏
至
羅
が
存
命
中
に
起
き
た
姦
通
事
件
で

あ
り
、
寡
婦
と
亡
夫
の
近
親
と
の
再
婚
で
あ
る
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
と
は

全
く
関
係
が
無
い
（
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

（
14
）
を
参
照
）。
一
方
、
唐
代
編
纂
の
史
書
に
な
る
と
、『
隋
書
』
巻

三
六
・
后
妃
・
容
華
夫
人
蔡
氏
伝
に
「
上
崩
後
、
自
請
言
事
、
亦
爲

煬
帝
所
烝
」
と
、『
北
史
』
蠕
蠕
公
主
伝
に
「
神
武
崩
、
文
襄
從
蠕
蠕

國
法
、
蒸
公
主
」
と
あ
る
よ
う
に
（
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

松
下
憲
一
「
后
妃
の
ゆ
く
え　
　

北
斉
・
北
周
の
後
宮　
　

」（『
愛

知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六
号
、
二
〇
一
七
年
）
も
参
照
）、

「
蒸
」
が
夫
の
死
と
明
確
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
を
思
わ

せ
る
記
述
が
出
現
す
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
に
対

す
る
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
た
も
の
と
解
し
う
る
。

（
66
）　
『
漢
書
』
曰
、「
匈
奴
其
俗
、
寬
則
隨
畜
田
獵
禽
獸
爲
生
業
、
急

則
人
習
戰
攻
以
侵
伐
。
其
天
性
也
。
父
死
、
妻
其
後
母
、
兄
弟
死
、

皆
取
其
妻
妻
之
。」『
小
雅
』
曰
、「
上
淫
曰
「
蒸
」、
下
淫
曰
「
報
」。」

（
67
）　

覆
載
之
內
、
日
月
所
臨
、
華
夏
居
土
中
、
生
物
受
氣
正
。
其
人

性
和
而
才
惠
、
其
地
產
厚
而
類
繁
。
所
以
誕
生
聖
賢
、
繼
施
法
敎
、

隨
時
拯
弊
、
因
物
利
用
。
…
…
緬
惟
古
之
中
華
、
多
類
今
之
夷
狄
。

…
…
其
地
偏
、
其
氣
梗
、
不
生
聖
哲
、
莫
革
舊
風
、
誥
訓
之
所
不
可
、

禮
義
之
所
不
及
。
外
而
不
內
、
疏
而
不
戚
。
來
則
禦
之
、
去
則
備
之
、

前
代
逹
識
之
士
亦
已
言
之
詳
矣
。

（
68
）　

所
纂
『
通
典
』、
實
【
采
】
群
言
、
徵
諸
人
事
、
將
施
有
政
。

…
…
列
州
郡
俾
分
領
焉
、
置
邊
防
遏
戎
【
狄
】
焉
。

（
69
）　

李
錦
繍
「《
通
典
・
辺
防
・
西
戎
》〝
西
域
〞
部
分
序
説
」（
李
錦

繍
・
余
太
山
『《
通
典
》
西
域
文
献
要
注
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
）
四
四
―
五
六
頁
は
、
辺
防
典
の
西
域
部
分
に
つ
い
て
、『
通

典
』
に
先
行
す
る
劉
秩
『
政
典
』
と
は
異
な
る
、
辺
境
防
衛
に
対
す

る
杜
佑
の
主
張
を
看
取
す
る
。

（
70
）　

四
夷
之
猾
夏
尙
矣
。
明
逹
之
士
論
備
邊
之
要
、
無
代
無
之
。
國

朝
有
房
司
空
上
書
諫
伐
高
麗
云
、「
比
來
犯
罪
死
囚
、
每
令
三
覆
、
重

惜
人
命
至
此
。
而
億
萬
吏
卒
、
無
一
罪
戾
、
委
之
鋒
刃
、
實
爲
冤
酷
。」

薛
補
闕
上
書
諫
、「
諸
蕃
侍
子
久
在
京
師
、
恐
其
知
邊
塞
盈
虛
險
易
、

悅
華
夏
服
翫
聲
色
、
或
窺
圖
【
籍
】、
抒
逹
古
今
、
如
有
劉
元
海
之

徒
、
終
成
大
憝
。」
劉
起
居
『
武
指
』
云
、「
秦
逐
【
戎
】
狄
出
塞
、

一
一
七
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限
隔
華
夷
、
是
爲
中
策
。」
三
賢
所
陳
、
可
謂
篤
論
、
言
詳
理
切
、
度

越
前
古
、
斯
仰
歎
不
暇
、
豈
敢
繁
述
【
耳
】。

（
71
）　

小
野
響
「
天
可
汗
の
現
実
と
理
想　
　

拡
大
解
釈
さ
れ
た
唐
太

宗
の
天
可
汗　
　

」（『
東
洋
史
研
究
』
八
一
巻
三
号
、
二
〇
二
二
年
）

三
五
八
―
三
六
五
頁
は
、
辺
防
典
が
夷
狄
問
題
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
構

成
と
な
っ
て
お
り
、「
臨
統
四
夷
」
の
天
可
汗
が
辺
境
防
衛
の
理
想
的

状
態
を
示
す
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
辺
防
典
が

夷
狄
対
策
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
異
論
は
な
い
。
た

だ
し
、「
臨
統
四
夷
」
は
、
杜
佑
の
言
う
辺
防
典
創
設
の
目
的
で
あ
る

「
防
遏
戎
狄
」
と
は
本
来
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
夷

狄
を
征
服
し
て
内
に
取
り
込
む
も
の
で
、
後
者
は
夷
狄
を
外
に
排
す

る
も
の
で
あ
る
。
辺
防
典
の
総
括
部
分
に
お
い
て
、
太
宗
の
高
句
麗

遠
征
を
諫
め
た
房
玄
齢
を
称
賛
し
て
い
る
よ
う
に
、
太
宗
に
よ
る
夷

狄
征
服
に
つ
い
て
杜
佑
は
肯
定
的
で
は
な
い
。

（
72
）　

董
家
遵
『
中
国
古
代
婚
姻
史
研
究
』（
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九

九
五
年
）
五
五
―
六
二
頁
、Sanping C

hen, M
ulticultural C

hina in 

the Early M
iddle Ages (U

niversity of Pennsylvania Press, 2012), 

pp. 11–12/66

。

（
73
）　
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
九
四
・
四
夷
二
三
・
北
狄
六
・
高
車
条
、

『
文
献
通
考
』
巻
三
四
二
・
四
裔
考
一
九
・
高
車
条
、『
太
平
御
覧
』

高
車
条
。

（
74
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
・
突
厥
伝
、
同
書
巻
一
九
五
・
迴
紇
伝
、

同
書
巻
一
九
九
下
・
北
狄
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
・
突
厥
伝
、
同

書
巻
二
一
七
・
回
鶻
伝
、
同
書
巻
二
一
八
・
沙
陀
伝
、
同
書
巻
二
一

九
・
北
狄
伝
、『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
七
・
契
丹
伝
、
同
書
巻
一
三

八
・
回
鶻
伝
、『
新
五
代
史
』
巻
七
二
―
七
三
・
四
夷
附
録
一
―
二
・

契
丹
、
同
書
巻
七
四
・
四
夷
附
録
三
・
突
厥
、
同
書
同
巻
・
回
鶻
伝
。

（
75
）　
『
新
唐
書
』
突
厥
伝
に
引
か
れ
る
杜
佑
の
言
葉
に
、「
漢
時
、
長

安
北
七
百
里
卽
匈
奴
之
地
、
侵
掠
未
嘗
暫
息
。
計
其
擧
國
之
衆
、
不

過
漢
一
大
郡
。
鼂
錯
請
備
障
塞
、
故
北
邊
妥
安
」
と
あ
る
。
同
文
は

『
通
典
』
巻
一
七
四
・
州
郡
四
・
古
雍
州
下
に
も
あ
る
。
前
漢
期
の
北

辺
の
安
寧
が
鼂
錯
の
提
唱
し
た
防
塞
政
策
に
よ
る
も
の
と
す
る
点
に

お
い
て
、
夷
狄
は
防
遏
す
べ
き
と
す
る
杜
佑
の
主
張
に
符
合
す
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

【
付
記
】
本
稿
はJSPS

科
研
費
特
別
研
究
員
奨
励
費JP22K

J0550

の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
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Du You’s Hua-Yi Distinction as Seen in the Tongdian:

Considering the Descriptions regarding the Gaoche and Levirate Marriage

Customs as Clues

MIYAKE Musashi

     Du You 杜佑 wrote the Tongdian 通典 during the Tang dynasty rule, 

and it strongly reflects his political convictions. A part of the book dealing 

with frontier defense, the Bianfangdian 邊防典, comparing the “ancient Chi-

nese” to “modern barbarians,” has been associated with Du You’s progressive 

view of history and open-minded perspective of different peoples. This paper 

reconsiders the originality of the Tongdian by analyzing the differences be-

tween the Bianfangdian and the underlying Weishu 魏書 regarding the record 

of the Gaoche 高車 marital custom.

     In contrast to the Weishu, which stated that there was no levirate mar-

riage custom among the Gaoche, the Bianfangdian omitted this description. 

Although previous studies have considered this to be an error in the Weishu, 

this custom was recorded for a reason. Levirate was practiced in the imperial 

family of the Northern Qi, such as between Taizu 太祖 and his son Shizong 世
宗. To proclaim legitimacy as the Chinese dynasty, the Weishu did not describe 

levirate as a barbarian practice. The fact that the Gaoche, who had close ties to 
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the Northern Qi dynasty, had not practiced the levirate custom was favorable 

for the Weishu.

     The Tongdian emphasized that levirate was a northern barbarian cus-

tom, and used the derogatory terms zheng 蒸 and bao 報 to refer to it. This 

style of description had previously appeared in the various texts compiled 

during the early Tang dynasty, and the Tongdian utilized it thoroughly. The 

Weishu’s assertion that the northern barbarian Gaoche did not practice the 

levirate was inconsistent with this policy of description, and thus Du You 

erased this record from the Tongdian. Du You’s active use of this strategy 

stemmed from his foreign policy of preventing the advancement of barbarians 

into China. By comparing the “ancient Chinese” to “modern barbarians,” he 

aimed to assert the immutability of barbarians, and there was a clear distinc-

tion between the Chinese and the barbarians in this assertion. The descriptions 

of levirate in the Tongdian reinforced Du You’s claim that the Chinese are 

distinct from the barbarians.

Battle of Talas and Suiye: Unravelling the True Purpose of Tang Dynasty’s

Military Campaign

SAITO Shigeo

     This paper explores the historical development leading up to the Battle 

of Talas, which took place in 751 between the Tang Dynasty and Islamic forc-

es. While some studies have long regarded the battle as an important clash in 

world history, others have argued that it was a serendipitous encounter with 

little impact on subsequent historical developments. This paper discusses the 

historical significance of the battle, starting from examining the motive of the 

Tang army, which was led by Gao Xianzhi 高仙芝 to the banks of the Talas 

River.

     First, Chapter 1 discusses the context of Central Asian history leading 
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